
（様式第２号）

(実績)

実績

所属

電話

E-mail

達 成 状 況

866,934

講演動画視聴数

指
標
及
び
達
成
状
況

成果

32人

3500枚

168回
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40人

5000枚

150回
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啓発イラスト（ポスター・チラシ）の配布数

講演会参加申込み数

啓発ポスター・チラシを配布
（鉄拳にイラスト作成を依頼）
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健康づくり支援課

事 業 名 北アルプス地域がん対策推進事業
0261-23-6526

横断的な課題

地域重点政策

omachiho-kenko@pref.nagano.lg.jp

北アルプス地域振興局３　生涯を通じて健康で、安心・安全に暮らせる地域づくり

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

実 施 機 関 大町保健福祉事務所 担
当
課

事
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目 的
（目指す姿）

がん体験者による講演会を開催することや若年層向けがん啓発コンテンツを作成することにより、女性や若
年層を中心とした地域住民のがんに関する理解を深め、がんに対する意識の向上を図り、全県平均より低
い北アルプス地域のがん検診受診率を向上させる。

現 状 と
課 題

・北アルプス地域においてはがん検診受診率が低く、とりわけ子宮頸がん・乳がん検診は、全県平均よりも
低い状況が続いている地域があることから、女性特有のがんに焦点を当てた啓発活動が必要である。ま
た、新型コロナウイルスの影響でがん検診の受診控えが多くなっている現状があり、今一度がんに対する
意識を高める必要がある。
・ここ数年、がん啓発に取り組んでいる中で、若年層に向けたがん啓発はできていない。がんについて身近
に感じることが比較的少ない若年層に向けた発信にも取り組む必要がある。
・新型コロナウイルスの影響によりイベントなどを利用した従来型の啓発活動が困難になっている。講演会
にオンラインを導入するなどコロナ時代に合わせたがん啓発活動を行う必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

（１）がん対策推進講演会
女性特有のがんについての講演会を開催する。新型コロナウイルスの影響で人数を集めての講演会はで
きないため、会場は最低限の人数とし、録画及び配信することでより多くの人に講演を聴いてもらえるように
する。
日時：令和３年11月30日13:30～15:30
場所：大町合同庁舎講堂（Web参加可能（WebExを使用）、動画サイト（youtube）配信）
（２）若者に向けたがん啓発コンテンツの作成と普及
がん啓発ポスターイラスト及びチラシの作成を行う。若者に向けたがん啓発という軸は変えない。可能であ
れば、（１）の講演会配信、QRコードなどを掲載する。

事業期間 令和３年11月～令和４年３月

今後の方向性
（１）講演会については参加が望まれる市町村がん担当者の参加がなく残念であった。がん検診受診率向
上には、市町村の役割が欠かせないため、市町村担当者を集めた勉強会を開催したい。
（２）がん啓発イラストを活用した啓発物品の作成を行う。
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事業を構成する細事業名等 実施内容
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業
実
績
・
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（１）がん対策推進講演会
・講演会参加者は32名で内訳は会場13名、Web参加19名であった。目標の40人は達成できず、集客については今後の
課題である。
・講演会後の満足度アンケートでは回答した８人中４人が満足、３人がやや満足であった。
・講演会映像の動画サイトへのアップロードについては視聴回数目標を達成した。今後、動画サイトへ直接アクセス可能
な二次元コードを載せたチラシを北アルプス地域中心に配布することから視聴回数の増加が見込まれる。
（２）若者に向けたがん啓発コンテンツの作成と普及
・大町市出身の芸人鉄拳さんにがん啓発イラストを作成してもらった。北アルプス特有の山々や雷鳥などを取り入れたイ
ラストで、多くの人の目に付くようなチラシ、ポスターとなった。今後、順次配布するよう予定。

（単位：円）

がん対策推進講演会 がん体験者２名による講演

がん啓発コンテンツの作成

達 成

一部達成

未 達 成


